
「
内
地
」
と
「
外
地
」
を
め
ぐ
る
海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム

│
│
戦
前
期
に
お
け
る
日
本
一
周
船
と
日
支
周
遊
船
│
│

荒

山

正

彦

は

じ

め

に

本
稿
の
目
的
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
と
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
実
施
さ
れ
た
日
本
一
周
船
と
、
翌
一
九
三
一
（
昭
和
六
）

年
の
日
支
周
遊
船
を
事
例
と
し
て
、
戦
前
期
に
お
け
る
「
内
地
」
と
「
外
地
」
を
結
び
つ
け
た
海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
例
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
あ
る
。

十
九
世
紀
後
半
以
降
、
海
上
で
の
定
期
航
路
網
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
し
て
世
界
各
地
で
形
成
さ
れ
、
一
八
八
〇
年
代

に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
が
主
催
す
る
世
界
一
周
の
団
体
旅
行
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
海
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た

周
遊
旅
行
が
地
表
面
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
は
じ
ま
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
み
て
地
球
の
反
対
側
に
位
置
す
る
バ
リ
や
タ
ヒ
チ
の

観
光
開
発
も
、
こ
う
し
た
船
舶
に
よ
る
海
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
も
た
ら
し
た
一
つ
の
「
成
果
」
で
あ
っ
た
。

日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
同
様
に
、
各
地
で
植
民
地
経
営
を
お
こ
な
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
よ
る
海
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
は
じ
め
と
し
て
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
海
上
で
の
定
期
航
路
網
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
。
そ
し
て
日
本
を
起
点
と
し
た
主
た
る

一



海
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
一
八
八
〇
年
代
に
相
次
い
で
創
設
さ
れ
た
大
阪
商
船
と
日
本
郵
船
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
物

資
の
流
通
は
も
ち
ろ
ん
、
人
々
の
移
動
に
も
大
き
な
変
革
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十
九
世
紀
後
半
か
ら
戦
前
期
に
か
け
て
の

近
代
日
本
で
は
、
幕
藩
体
制
下
の
領
域
だ
け
で
は
な
く
、
北
海
道
や
沖
縄
を
版
図
と
し
て
組
み
込
み
、
そ
の
後
も
北
方
の
島
々
や
南
方
の

台
湾
、
そ
し
て
朝
鮮
半
島
、
満
洲
、
南
洋
群
島
な
ど
へ
も
領
域
を
拡
大
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
て
拡
大
し
た
領
域
と
「
内
地
」
と
を
結

（
�
）

び
つ
け
る
船
舶
の
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
、
航
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
伴
い
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
空
間
も
拡
大
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
日
本
一
周
船
の
「
日
本
」
と
は
、
現
在
の
日
本
の
領
土
と
は
一
致
し
な
い
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、

近
代
日
本
に
お
け
る
植
民
地
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と
し
、
日
本
か
ら
満
洲
へ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
焦
点
を
あ
て
て
研
究
を
す
す
め
て
き
た

（
�
）
が
、
本
稿
で
は
、
満
洲
を
含
め
た
近
代
日
本
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間
の
全
体
像
を
把
握
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、「
内
地
」
と
「
外
地
」
を

結
び
つ
け
た
日
本
一
周
船
に
注
目
し
て
み
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
日
本
一
周
船
と
日
支
周
遊
船
は
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
創
設
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト

（
�
）

・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
、
前
述
の
大
阪
商
船
と
が
、
単
独
で
主
催
ま
た
は
共
同
で
主
催
し
た
団
体
旅
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
旅
行
で
は
、
通
常
の

定
期
航
路
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
大
阪
商
船
が
所
有
す
る
亜
米
利
加
丸
が
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
な
定
期
航

路
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
し
た
個
人
や
集
団
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、
出
発
か
ら
帰
着
ま
で
の
す
べ
て
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
た
団
体
旅

行
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
日
本
一
周
船
と
日
支
周
遊
船
の
特
徴
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
で
、
三
回
に
わ
た
る
周
遊
旅
行
を
明
ら
か
に
す
る
一
次
資
料
と
、
本
稿
に
お
け
る
分
析
視
点
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
ま
と
め

て
お
き
た
い
。
一
九
二
九
年
に
お
け
る
第
一
回
目
の
周
遊
船
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
を
報
じ
た
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
と
、
雑
誌

（
�
）

『
海
』
の
編
集
後
記
、
同
じ
く
『
海
』
に
掲
載
さ
れ
た
紀
行
文
が
確
認
で
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
第
一
回
目
の
周
遊
船
に

つ
い
て
は
、
参
加
者
募
集
の
た
め
の
広
告
や
、
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
周
遊
船
の
実
施
が
い
か
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
実
現
し
た
か
に
つ
い

「
内
地
」
と
「
外
地
」
を
め
ぐ
る
海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム
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て
な
ど
、
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
第
一
回
目
の
周
遊
船
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
お
い
て
、
主
催
者
に
よ
る
報
告
か
ら
旅
行
の

概
要
を
把
握
し
、
紀
行
文
の
記
事
か
ら
そ
の
周
遊
ル
ー
ト
を
特
定
し
た
い
と
考
え
る
。

次
に
一
九
三
〇
年
に
お
け
る
第
二
回
目
の
周
遊
船
に
つ
い
て
は
、『
海
』
に
掲
載
さ
れ
た
最
初
の
参
加
者
募
集
広
告
と
、
こ
れ
と
は
旅

程
が
異
な
る
参
加
者
募
集
の
広
告
で
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
と
『
海
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
、
そ
し
て
周
遊
旅
行
の
実
施
を
伝
え
る
『
海
』
の

記
事
、
さ
ら
に
『
海
』
に
掲
載
さ
れ
た
紀
行
文
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
第
二
回
目
の
周
遊
船
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
に
お
い
て
、
最
初
の

参
加
者
募
集
広
告
か
ら
日
本
一
周
船
の
意
義
を
ま
と
め
、
さ
ら
に
変
更
さ
れ
た
旅
程
に
つ
い
て
整
理
し
、
最
終
的
な
旅
行
行
程
を
紀
行
文

の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

最
後
に
一
九
三
一
年
に
お
け
る
第
三
回
目
の
周
遊
船
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
を
募
集
す
る
一
枚
も
の
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
『
海
』
に
掲

載
さ
れ
た
紀
行
文
が
確
認
で
き
る
。
第
三
回
目
の
周
遊
船
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
に
お
い
て
、
参
加
者
募
集
の
概
要
に
つ
い
て
第
二
回
目

の
周
遊
船
と
の
比
較
で
と
ら
え
、
そ
の
旅
程
の
特
徴
を
整
理
し
た
い
と
考
え
る
。

一

第
一
回
目
の
日
本
一
周
船

最
初
の
日
本
一
周
船
は
、
一
九
二
九
年
八
月
は
じ
め
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
お
よ
そ
三
〇
日
間
の
日
程
で
実
施
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う

に
こ
の
周
遊
船
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
に
よ
る
報
告
が
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
誌
上
に
、

（
�
）

「
全
日
本
一
周
船
の
成
功
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
の
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
主
催
全
日
本
一
周
旅
行
は
バ
イ
カ
ル
丸
不
時
事
故
の
結
果
、
亜
米
利
加

丸
に
由
り
八
月
七
日
大
連
出
発
、
青
島
、
台
湾
、
長
崎
、
宮
津
、
北
海
道
、
樺
太
、
千
島
等
を
視
察
し
九
月
二
日
予
定
の
如
く
大
阪

「
内
地
」
と
「
外
地
」
を
め
ぐ
る
海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム
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に
於
い
て
解
散
し
た
。
こ
の
計
画
は
主
と
し
て
愉
快
な
る
海
上
生
活
と
、
台
湾
、
樺
太
、
千
島
等
の
視
察
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

幸
い
予
定
通
り
の
参
加
者
を
得
、
旅
行
中
一
人
の
病
人
も
な
く
、
然
も
至
る
所
珍
し
き
日
本
一
周
船
と
し
て
非
常
な
歓
迎
を
受
け

た
。
参
加
者
の
多
数
は
実
業
家
、
会
社
員
、
学
生
等
で
比
較
的
教
育
家
の
少
な
か
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
計
画
発
表

の
時
期
が
遅
か
っ
た
為
で
、
次
回
に
は
教
育
家
の
参
加
を
お
勧
め
し
た
い
。
こ
の
計
画
に
対
し
て
大
阪
商
船
、
満
鉄
、
鉄
道
省
等
よ

り
多
大
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
且
寄
港
地
先
々
の
官
民
有
志
よ
り
も
特
別
の
厚
意
を
寄
せ
ら
れ
た
が
、
こ
こ
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
当
初
「
全
日
本
一
周
旅
行
」
に
あ
た
っ
て
バ
イ
カ
ル
丸
を
利
用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
事
故
の
た
め
亜
米
利
加
丸
に
変

更
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
バ
イ
カ
ル
丸
は
大
阪
商
船
の
神
戸
〜
大
連
間
を
運
行
し
て
い
た
定
期
船
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
周
遊
船
が

（
�
）

計
画
さ
れ
た
同
じ
年
一
九
二
九
年
六
月
に
座
礁
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
。
バ
イ
カ
ル
丸
に
か
わ
っ
て
第
一
回
目
の
日
本
一
周
船
と
し
て
使

用
さ
れ
た
亜
米
利
加
丸
は
、
当
時
の
外
洋
航
路
船
と
し
て
は
平
均
的
な
大
き
さ
で
あ
る
総
ト
ン
数
六
三
一
三
ト
ン
の
貨
客
船
で
、
一
九
一

（
�
）

一
（
明
治
四
四
）
年
に
大
阪
商
船
が
東
洋
汽
船
会
社
か
ら
購
入
し
た
船
舶
で
あ
っ
た
。
こ
の
亜
米
利
加
丸
は
、
翌
年
と
翌
々
年
の
第
二

回
、
第
三
回
の
周
遊
船
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

前
述
の
よ
う
に
こ
の
第
一
回
目
の
日
本
一
周
船
に
関
す
る
周
遊
旅
行
計
画
の
発
表
や
、
周
遊
船
の
企
画
経
緯
を
う
か
が
い
知
る
資
料
は

管
見
の
限
り
に
お
い
て
み
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
参
加
者
の
紀
行
文
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
参
加
人
数
や
旅
行
費
用
な
ど
に
つ
い
て
も
現
時

点
で
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
報
告
記
事
か
ら
は
、
わ
ず
か
な
参
加
者
イ
メ
ー
ジ
と
旅
程
の
様
子
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が

（
�
）

で
き
る
。
た
と
え
ば
大
阪
商
船
の
雑
誌
『
海
』
の
編
集
後
記
で
は
、
次
の
よ
う
な
報
告
が
記
さ
れ
て
い
る
。

日
本
最
初
の
試
み
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
主
催
の
日
本
一
周
遊
覧
船
な
る
我
社
の
亜
米
利
加
丸
は
八
月

三
日
午
後
四
時
万
歳
声
裡
に
神
戸
港
を
出
航
、
大
連
、
青
島
、
台
湾
、
北
海
道
、
樺
太
、
千
島
へ
の
約
一
ヶ
月
の
航
程
に
上
が
り
ま

「
内
地
」
と
「
外
地
」
を
め
ぐ
る
海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム
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し
た
。
海
国
日
本
の
真
面
目
を
発
揮
す
る
此
壮
図
に
栄
あ
れ
と
私
は
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
第
一
回
目
の
日
本
一
周
船
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
主
催
し
、
大
阪
商
船
が
船
を
提

（
�
）

供
す
る
こ
と
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
周
遊
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
第
一
回
目
の
日
本
一
周
船
に
つ
い
て
は
、
荒
木
潤
「
一
九
二
九
年
の
日
本
一
周

船
旅
を
語
る
」
が
『
海
』
二
三
号
（
一
九
三
〇
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
紀
行
文
を
も
と
に
旅
程
を
図
示
し
た
も
の
が
図
１
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
そ
の
旅
程
を
紀
行
文
か
ら
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

八
月
三
日
午
後
四
時
に
神
戸
港
第
三
突
堤
を
出
港
し
た
亜
米
利
加
丸
は
、
瀬
戸
内
海
の
多
島
海
を
抜
け
て
門
司
を
経
由
し
、
八
月
六
日

に
は
大
連
港
に
入
港
し
て
い
る
。
こ
こ
で
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
大
阪
商
船
の
関
係
者
か
ら
盛
大
な
出
迎
え
を
受

け
、「
外
地
」
で
の
周
遊
旅
行
が
は
じ
ま
っ
た
。

翌
八
月
七
日
は
旅
順
へ
向
か
う
が
、
紀
行
文
で
は
「
聖
旅
順
弔
意
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
周
遊
旅
行
団
は
同
日
に
大
連
を
出
発
し
、
次

に
山
東
半
島
の
青
島
へ
向
か
っ
た
。
青
島
へ
の
到
着
は
八
月
九
日
で
あ
っ
た
。
紀
行
文
で
は
こ
こ
で
、「
日
本
人
の
建
設
し
た
大
連
と
、

独
逸
人
の
建
設
し
た
青
島
と
、
露
西
亜
人
の
建
設
し
た
旅
順
と
を
対
照
す
る
機
会
を
得
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
亜
米
利
加
丸
の
一
行
は
黄
海
か
ら
東
シ
ナ
海
を
南
下
し
、
台
湾
の
基
隆
と
台
北
を
見
学
し
た
。
台
湾
を
後
に
し
て
一
行
は
北
上

し
、
九
州
の
長
崎
を
へ
て
京
都
府
の
宮
津
へ
至
っ
た
。
宮
津
で
は
日
本
三
景
の
ひ
と
つ
「
天
の
橋
立
」
が
見
学
コ
ー
ス
と
さ
れ
た
。
一
行

は
さ
ら
に
日
本
海
を
北
上
し
、
函
館
か
ら
陸
路
で
大
沼
を
往
復
し
、
湯
の
川
温
泉
に
も
投
宿
し
て
い
る
。
函
館
か
ら
は
小
樽
へ
入
港
し
、

や
は
り
陸
路
で
札
幌
を
往
復
し
て
い
る
。

日
本
海
を
北
上
し
た
亜
米
利
加
丸
の
一
行
は
、
八
月
二
四
日
に
樺
太
の
大
泊
へ
入
港
し
、
陸
路
で
豊
原
を
往
復
、
そ
し
て
千
島
列
島
択

捉
島
の
留
別
を
経
由
し
、
太
平
洋
側
を
南
下
し
て
、
横
浜
か
ら
大
阪
へ
と
帰
着
し
て
い
る
。
大
阪
へ
の
帰
港
は
九
月
二
日
で
あ
っ
た
。
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図
１
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の

周
遊
船
の
旅
程
は
、
一
九
二
〇
年
代
後

半
に
お
け
る
日
本
の
領
域
を
ほ
ぼ
一
周

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
一
回
目

の
周
遊
船
を
踏
ま
え
て
、
翌
一
九
三
〇

年
夏
に
は
第
二
回
目
の
日
本
一
周
船
が

企
画
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
。
本
稿
で

は
、
そ
の
最
初
の
計
画
か
ら
実
際
の
旅

程
ま
で
を
、
次
の
第
二
章
で
整
理
し
た

い
と
考
え
る
。

図 1 第 1回目の日本一周船（1929年）の旅程
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二

第
二
回
目
の
日
本
一
周
船

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
一
〇
九
号
（
一
九
二
九
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
全
日
本
一
周
船
の

成
功
」
に
「
次
回
」
が
予
告
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
の
夏
に
再
び
、
日
本
一
周
船
の
団
体
旅
行
が
企
画
さ
れ
た
。
そ
の
初
出

は
大
阪
商
船
の
雑
誌
『
海
』
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
記
事
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
三
〇
年
四
月
に
発
行
さ
れ
た
『
海
』
二
二
号
に
は
、「
夏
涼
し
い
日
本
一
周
の
船
旅
」
と
題
し
て
「
北
は
日
本
三
景
及
び
千
島
樺

太
巡
り

南
は
支
那
、
台
湾
、
琉
球
の
名
所
遊
覧
」
を
掲
げ
る
広
告
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
第
二
回
目
の
日
本
一
周
船
は
、
最
初
に

発
表
さ
れ
た
周
遊
行
程
か
ら
、
次
に
発
表
さ
れ
た
周
遊
行
程
に
は
若
干
の
変
更
が
あ
り
、
さ
ら
に
実
際
の
旅
行
中
に
も
行
程
の
変
更
が
起

き
た
。
そ
こ
で
ま
ず
最
初
の
周
遊
行
程
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

一
九
三
〇
年
夏
の
日
本
一
周
船
は
、
夏
季
の
避
暑
旅
行
と
し
て
の
意
義
が
強
調
さ
れ
、
従
来
の
汽
車
の
旅
行
で
は
な
く
船
の
旅
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
一
回
目
の
周
遊
旅
行
で
は
、
お
よ
そ
一
ヶ
月
の
期
間
で
一
周
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
が
、
第
二
回
目
の
企
画
で
は
、

日
本
一
周
を
前
半
の
「
南
行
」
と
後
半
の
「
北
行
」
と
の
二
行
程
に
分
割
し
、
両
行
程
に
連
続
し
て
参
加
す
る
「
全
行
」
へ
の
参
加
と
と

も
に
、
ど
ち
ら
か
一
方
へ
の
参
加
者
も
募
る
こ
と
と
さ
れ
た
。『
海
』
二
二
号
（
一
九
三
〇
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
記
事
は
次
の
通
り

で
あ
る
。灼

熱
の
夏
、
山
上
に
、
海
浜
に
、
暑
さ
を
忘
れ
る
事
は
安
閑
な
消
夏
法
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
併
し
な
が
ら
二
月
余
り
の
長
い
夏

を
一
と
所
に
止
ま
っ
て
居
る
と
い
う
事
は
単
調
倦
怠
を
免
れ
ま
す
ま
い
。
そ
う
か
と
い
っ
て
暑
苦
し
い
汽
車
の
旅
に
は
今
更
心
惹
か

れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
茲
に
御
披
露
申
上
げ
る
日
本
一
周
旅
行
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
及
弊
社
共
同
主
催
の
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下
に
、
六
千
噸
の
手
頃
な
優
秀
客
船
亜
米
利
加
丸
を
使
用
致
し
、
心
地
よ
い
様
に
改
造
を
加
え
て
、
先
の
通
り
盛
夏
七
月
二
五
日
神

戸
よ
り
差
建
て
、
約
一
ヶ
月
の
日
子
を
費
し
、
南
北
二
段
に
分
ち
て
日
本
全
土
及
び
隣
国
一
部
の
名
勝
古
蹟
を
訪
ね
廻
る
計
画
で
あ

り
ま
す
。（
中
略
）。
併
し
な
が
ら
結
局
断
行
す
る
に
至
っ
た
の
は
同
時
に
海
国
民
に
せ
め
て
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
だ
け
な
り
と
、
日
本
国

土
の
所
在
及
び
外
貌
を
実
地
に
就
き
知
ら
し
め
て
置
き
た
い
と
の
念
願
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

広
告
記
事
前
半
の
内
容
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
最
後
の
一
文
は
、
同
時
代
に
お
け
る
日
本
の
領
域
を
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
実
地

経
験
で
確
認
さ
せ
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
前
期
に
お
け
る
日
本
か
ら
満
洲
な
ど
へ
の
植
民
地
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
目
的
」

（
�
）

と
し
て
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

次
に
旅
程
と
参
加
費
用
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
周
遊
の
日
程
は
、
前
述
の
広
告
記
事
に
「
南
北
二
段
に
分
ち
て
日
本
全
土
及

び
隣
国
一
部
の
名
勝
古
蹟
を
訪
ね
廻
る
計
画
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
つ
の
行
程
に
分
割
さ
れ
た
。
前
半
の
「
南
行
」
は
、
七
月
二
五
日
に

神
戸
を
出
航
し
て
、
満
洲
の
大
連
か
ら
中
国
の
北
平
（
北
京
）、
上
海
、
台
湾
の
基
隆
、
沖
縄
を
ま
わ
っ
て
八
月
一
三
日
に
大
阪
へ
帰
港

す
る
も
の
で
、
後
半
の
「
北
行
」
は
、
八
月
一
五
日
に
大
阪
を
出
航
し
て
、
紀
伊
半
島
の
鳥
羽
か
ら
横
浜
、
石
巻
、
千
島
の
留
別
、
樺
太

の
大
泊
、
そ
し
て
北
海
道
の
小
樽
・
函
館
を
経
て
日
本
海
を
ま
わ
り
京
都
府
の
宮
津
か
ら
関
門
海
峡
に
は
い
り
、
瀬
戸
内
海
の
宮
島
を
経

由
し
て
八
月
三
一
日
に
神
戸
へ
寄
港
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
第
二
回
目
の
日
本
一
周
船
の
旅
程
計
画
は
、
第
一
回
目
と
お
よ
そ
同
じ
行
程
で
あ
り
、
前
年
の
経
験
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち

で
再
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
特
徴
的
な
の
は
、「
北
行
」
の
行
程
に
お
い
て
、
松
島
（
石
巻
）・
天
の
橋
立
（
宮
津
）、
宮
島
と
い

う
い
わ
ゆ
る
日
本
三
景
を
見
学
地
と
し
て
設
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
戦
前
期
に
お
い
て
も
、
日
本
三
景
は
日
本
の
海
岸
風
景
を
代

表
す
る
風
景
地
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
海
上
を
移
動
す
る
船
舶
で
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旅
程
に
、
こ
の
三
景
が
組
み
込

ま
れ
た
こ
と
は
妥
当
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
雑
誌
『
海
』
の
広
告
記
事
に
は
、
こ
れ
ら
の
周
遊
旅
行
へ
の
参
加
費
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
表
１

は
こ
れ
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
費
用
に
は
、
全
行
程
の
乗
船
運
賃
の
ほ
か
、
各
地
で
の
汽
車
賃

と
車
馬
賃
、
宿
泊
料
金
、
弁
当
代
金
が
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
と
現
在
と
の
物
価
の

比
率
を
一
対
二
〇
〇
〇
と
想
定
す
る
と
、
一
等
で
の
全
行
程
参
加
費
用
は
お
よ
そ
一
五
〇
万
円
、
三
等
で

の
全
行
程
参
加
費
用
は
五
〇
万
円
あ
ま
り
と
な
る
。
ま
た
も
っ
と
も
安
価
な
三
等
で
の
「
南
行
」
な
い
し

は
「
北
行
」
の
み
の
参
加
費
用
は
お
よ
そ
三
〇
万
円
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
が
第
二
回
目
の
日
本
一
周
船
に
つ
い
て
の
最
初
の
広
告
内
容
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
三

〇
年
の
日
本
一
周
船
は
、
最
初
の
広
告
か
ら
旅
程
を
一
部
変
更
し
た
。
変
更
後
の
旅
程
に
つ
い
て
は
、
大

阪
商
船
の
雑
誌
『
海
』
二
三
号
（
一
九
三
〇
年
七
月
）
と
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
雑

誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
一
一
七
号
（
一
九
三
〇
年
六
月
）
に
お
い
て
改
め
て
広
告
さ
れ
て
い
る
。

表
２
は
変
更
後
の
最
終
的
な
旅
行
日
程
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
半
の
「
南
行
」
は
、
七
月
二
五

日
に
神
戸
を
出
港
し
、
瀬
戸
内
海
か
ら
門
司
を
経
由
し
て
遼
東
半
島
の
大
連
を
め
ざ
し
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
陸
路
の
移
動
と
な
り
、
日
露
戦
争
の
激
戦
地
・
旅
順
を
最
初
の
見
学
地
と
し
て
い
る
。
五
日
目
に
は
大

連
市
内
の
自
由
行
動
を
は
さ
み
、
次
の
見
学
地
は
中
国
の
北
平
（
北
京
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
歴
史
的
な

建
造
物
や
遺
産
が
見
学
の
目
的
地
と
さ
れ
た
。
旅
程
の
後
半
は
上
海
で
の
三
日
間
の
滞
在
と
、
台
湾
南
部

・
屏
東
と
台
湾
北
部
・
台
北
が
目
的
地
と
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
計
画
さ
れ
て
い
た
沖
縄
へ
は
寄
港
せ

ず
、
台
湾
か
ら
直
接
大
阪
に
帰
港
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
こ
の
「
南
行
」
コ
ー
ス

は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
翌
年
の
日
支
周
遊
船
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

表 1 最初に広告された第 2回目の日本一周船（1930年）参加費用
単位：円

三等
150

130

250

『海』22号（1930）より作成。

二等
280

250

480

一等
400

350

750

南行
北行
全行

「
内
地
」
と
「
外
地
」
を
め
ぐ
る
海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム
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表 2 第 2回目の日本一周船（1930年）旅程表
→：船舶での移動（亜米利加丸） ＝：陸上の移動（鉄道・自動車）

南行コース
午後 2時神戸港を出航

（終日航海）
旅順・戦跡見学
大連・自由行動

北平・旧蹟見学

（終日航海）
（終日航海）
上海・自由行動
上海・市内見学
上海・自由行動

屏東・市内見学

台北・市内見学
（終日航海）
（終日航海）

北行コース
午後 6時大阪港を出航
（終日航海）
横浜・自由行動
（終日航海）
小笠原諸島父島・見学
（終日航海）
（終日航海）
（終日航海）
千島列島択捉島・見学
豊原・市内見学
大泊・市内見学
札幌・市内見学
小樽・市内見学
大沼・見学

松島公園・遊覧船巡遊

広告「日本一周の船旅」（ツーリスト 117号、1930年）より作成。

神戸→
→門司→
→ → →
→大連＝旅順＝大連
大連→
→泰皇島＝北平
北平
北平＝泰皇島→
→ → →
→ → →
→上海
上海
上海→
→ → →
→高雄＝屏東＝高雄＝
＝台北
台北＝基隆→
→ → →
→ → →
→大阪

大阪→
→ → →
→横浜→
→ → →
→二見→
→ → →
→ → →
→ → →
→留別→
→大泊＝豊原＝大泊
大泊→
→小樽＝札幌＝小樽
小樽→
→函館＝大沼＝函館
函館→
→石巻＝塩竃＝石巻→
→横浜→
→大阪

7月 25日
7月 26日
7月 27日
7月 28日
7月 29日
7月 30日
7月 31日
8月 1日
8月 2日
8月 3日
8月 4日
8月 5日
8月 6日
8月 7日
8月 8日
8月 9日

8月 10日
8月 11日
8月 12日
8月 13日

8月 15日
8月 16日
8月 17日
8月 18日
8月 19日
8月 20日
8月 21日
8月 22日
8月 23日
8月 24日
8月 25日
8月 26日
8月 27日
8月 28日
8月 29日
8月 30日
8月 31日
9月 1日

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

「
内
地
」
と
「
外
地
」
を
め
ぐ
る
海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム

一
〇
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上海
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大沼

小樽

函館
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松島
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一
方
表
２
の
「
北
行
」
は
、「
南
行
」

が
大
阪
へ
帰
着
し
て
か
ら
一
日
を
挟
ん

だ
八
月
一
五
日
に
大
阪
を
出
港
し
、
横

浜
を
経
由
し
て
小
笠
原
諸
島
父
島
の
二

見
を
目
的
地
と
し
て
い
る
。
小
笠
原
諸

島
へ
の
寄
港
は
、
最
初
の
広
告
に
は
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
小
笠
原
諸
島
を

出
港
し
て
行
程
九
日
目
に
は
択
捉
島
の

留
別
を
見
学
し
、
翌
日
か
ら
は
樺
太
の

豊
原
と
大
泊
の
見
学
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
北
海
道
の
小
樽
と
札
幌
、

そ
し
て
函
館
と
大
沼
を
め
ぐ
り
、
最
後

に
は
石
巻
に
寄
港
し
塩
竃
と
松
島
の
遊

覧
を
日
程
に
組
み
込
ん
で
い
る
。「
北

行
」
は
、
最
初
の
旅
程
に
は
な
か
っ
た

小
笠
原
諸
島
へ
の
訪
問
を
加
え
た
こ
と

で
、
日
本
三
景
の
天
の
橋
立
（
宮
津
）

と
宮
島
へ
の
寄
港
予
定
が
な
く
な
る
と

図 2 第 2回目の日本一周船（1930年）の旅程
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い
う
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
行
程
の
変
更
に
伴
い
、
周
遊
旅
行
へ
の
参
加
費
用
に
も
若
干
の
変
更
が
あ
っ
た
。

第
二
回
目
の
日
本
一
周
船
に
つ
い
て
も
紀
行
文
が
確
認
で
き
る
。
前
半
の
「
南
行
」
に
つ
い
て
は
、
小
幡
駿
吉
「
船
か
ら
見
た
日
支
風

景
」
が
『
海
』
二
五
号
（
一
九
三
一
年
）
に
、
後
半
の
「
北
行
」
に
つ
い
て
は
、
布
田
虞
花
「
小
笠
原
・
千
島
・
樺
太
・
北
海
道
」
が

『
海
』
二
六
号
（
一
九
三
一
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
小
幡
と
布
田
は
と
も
に
『
海
』
の
編
集
者
で
あ
り
、
同
誌
の
編
集
後
記
を
執
筆

し
て
い
る
。
図
２
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
紀
行
文
を
も
と
に
旅
程
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
二
九
年
と
一
九
三
〇
年
の
日
本
一
周
船
の
旅
程
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
寄
港
地
や
見
学
地
に
い
く
つ
か
の
差
異
は
認
め
れ
る
も
の

の
、
日
本
の
「
内
地
」
と
、
北
方
な
ら
び
に
満
洲
、
中
国
、
台
湾
と
い
っ
た
「
外
地
」
を
組
み
合
わ
せ
て
旅
程
を
組
む
基
本
形
は
継
続
さ

れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
あ
る
意
味
で
ユ
ニ
ー
ク
な
日
本
一
周
船
は
、
こ
の
後
再
び
企
画
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

三

第
三
回
目
の
日
支
周
遊
船

一
九
三
一
年
に
お
け
る
第
三
回
目
の
周
遊
船
は
、
日
本
一
周
で
は
な
く
、
前
回
の
「
南
行
」
の
み
を
ほ
ぼ
再
現
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

そ
の
行
程
は
、
八
月
三
日
に
神
戸
を
出
港
し
、
台
湾
、
香
港
、
上
海
、
青
島
を
周
遊
し
て
同
月
二
四
日
に
神
戸
へ
帰
着
す
る
も
の
と
し
て

計
画
さ
れ
た
。
こ
の
行
程
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
日
本
内
地
を
周
遊
す
る
こ
と
は
な
く
、
主
と
し
て
中
国
の
沿
岸
部
が
目
的
地
と
さ

れ
た
。
主
催
者
で
あ
る
大
阪
商
船
と
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
行
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
第
三
回
日
支
周
遊
船
」

（
一
九
三
一
六
年
六
月
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
宣
伝
文
が
掲
げ
ら
れ
た
。

中
華
民
国
│
│
膨
大
な
る
国
土
と
数
億
の
人
口
、
五
千
年
来
の
文
化
、
全
世
界
に
発
展
す
る
華
僑
、
中
華
民
国
は
世
界
の
奇
蹟
で
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あ
り
謎
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
先
祖
が
学
ん
だ
如
く
現
在
の
民
国
か
ら
も
何
か
知
ら
教
え
ら
る
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
又
其
処
に
は

無
尽
の
工
業
原
料
が
あ
り
、
無
限
の
商
品
販
路
が
あ
り
、
無
垢
の
企
業
地
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
は
日
本
の
為
め
、
民
国
の
為

め
、
東
洋
の
為
め
、
先
ず
民
国
を
視
察
し
、
研
究
し
、
理
解
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
此
意
味
に
於
て
我
社
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス

ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
共
に
昨
年
、
一
昨
年
と
二
回
に
亘
り
、
多
大
の
犠
牲
を
払
い
、
日
支
周
遊
船
を
企
画
し
、
暑
中
休
暇
を
利
用
し

て
、
便
利
に
、
安
全
に
、
し
か
も
最
も
経
済
的
に
民
国
を
視
察
し
得
し
め
て
絶
大
の
賞
賛
を
博
し
ま
し
た
。
茲
に
本
年
も
引
続
き
第

三
回
日
支
周
遊
船
の
計
画
を
発
表
し
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
一
九
三
一
年
六
月
時
点
に
お
け
る
日
本
か
ら
中
国
へ
の
意
味
づ
け
が
読
み
と
れ
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
年
の
九
月

一
八
日
に
は
、
南
満
洲
鉄
道
の
線
路
を
爆
破
し
た
柳
条
湖
事
件
を
端
緒
と
し
て
満
洲
事
変
が
は
じ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
十
五
年
戦
争
の
起
点

と
な
っ
た
年
で
あ
る
。
こ
う
し
た
満
洲
事
変
前
夜
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
け
る
、
日
支
周
遊
船
へ
の
参
加
募
集
の
呼
び
か
け
は
、
中
国
に
は

多
く
の
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る
と
し
つ
つ
も
、「
無
尽
の
工
業
原
料
」
や
「
無
限
の
商
品
販
路
」、「
無
垢
の
企
業
地
」
と
い
っ
た
開
発
や
開

拓
の
可
能
性
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
前
年
の
日
本
一
周
船
で
強
調
さ
れ
た
「
夏
季
の
避
暑
旅
行
」
と
い
っ
た
意
味
は
ず
い
ぶ
ん
後
退

し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
さ
ら
に
続
け
て
次
の
よ
う
な
宣
伝
文
が
続
く
。

パ
パ
ヤ
の
稔
る
我
等
が
台
湾
と
、
大
英
帝
国
東
洋
の
根
拠
地
香
港
と
を
視
察
し
て
、
彼
我
植
民
政
策
の
長
短
を
知
り
、
民
国
革
命

発
祥
の
地
広
東
と
、
国
都
南
京
に
民
国
の
政
情
を
探
り
、
蘇
州
、
杭
州
に
悠
久
な
る
古
き
支
那
を
見
、
世
界
人
の
都
、
ジ
ャ
ズ
と
競

馬
の
狂
想
曲
上
海
に
モ
ダ
ー
ン
支
那
を
発
見
し
、
青
島
に
世
界
大
戦
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
回
想
す
る
な
ど
、
実
益
と
、
趣
味
と
、
享
楽
を

兼
ね
た
男
性
的
旅
行
で
あ
り
、
涼
味
津
々
た
る
避
暑
旅
行
で
あ
り
ま
す
。

日
支
周
遊
船
の
旅
程
に
含
ま
れ
る
台
湾
に
つ
い
て
も
、
英
国
の
植
民
地
香
港
と
の
比
較
が
示
唆
さ
れ
、
こ
の
旅
行
が
娯
楽
よ
り
も
、
植

民
地
を
含
め
た
周
辺
領
域
へ
の
「
視
察
」
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
避
暑
の
海
上
旅
行
と
い
う
要
素
は
、
こ
こ
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で
は
わ
ず
か
に
付
加
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

第
三
回
日
支
周
遊
船
の
参
加
募
集
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
募
集
人
員
と
費
用
の
記
載
も
な
さ
れ
て
い
る
。
資
料
に
よ
れ
ば
、
参
加
費
は

全
行
程
の
乗
船
運
賃
の
ほ
か
、
各
地
で
の
汽
車
賃
と
車
馬
賃
、
宿
泊
料
金
、
弁
当
代
金
が
含
ま
れ
、
一
等
四
八
〇
円
（
募
集
三
四
名
）、

二
等
三
一
〇
〜
三
五
〇
円
（
同
五
六
名
）、
三
等
二
〇
〇
円
（
同
二
〇
〇
名
）
で
あ
っ
た
。

表
３
は
、
前
述
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
し
て
そ
の
旅
程
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
八
月
三
日
に
神
戸
を
出
港
し
、
瀬
戸
内
海
を

通
過
し
て
門
司
を
経
由
し
、
最
初
の
見
学
地
を
台
湾
の
台
北
に
予
定
し
て
い
る
。
台
北
で
は
二
日
あ
ま
り
の
見
学
時
間
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
神
社
や
（
台
湾
）
総
督
府
と
い
っ
た
日
本
の
植
民
地
化
と
関
わ
り
の
深
い
場
所
の
見
学
や
、
龍
山
寺
な
ど
の
旧
来
の
生
活
様
式
に
関

わ
る
場
所
へ
の
見
学
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
。
旅
程
六
日
目
に
は
台
湾
南
部
の
台
南
と
高
雄
の
見
学
が
予
定
さ
れ
、
台
北
と
同
じ
よ
う
に

日
本
と
の
関
わ
り
を
想
起
さ
せ
る
場
所
と
植
民
地
化
以
前
か
ら
の
歴
史
的
な
場
所
へ
の
見
学
が
混
在
し
て
い
る
。

行
程
は
台
湾
か
ら
北
上
し
、
香
港
と
広
東
の
見
学
を
経
て
さ
ら
に
北
上
し
上
海
へ
と
至
る
。
上
海
で
は
お
よ
そ
三
日
間
の
滞
在
が
予
定

さ
れ
、
そ
の
間
に
蘇
州
と
杭
州
へ
の
周
遊
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
旅
程
は
中
国
の
首
都
・
南
京
を
経
て
、
山
東
半
島
の
青
島

を
経
由
し
て
門
司
か
ら
神
戸
へ
と
帰
港
し
て
い
る
。
こ
の
旅
程
で
の
見
学
地
は
、
台
北
、
台
南
、
高
雄
と
い
っ
た
日
本
の
領
域
内
と
、
香

港
、
上
海
、
蘇
州
、
杭
州
、
南
京
、
青
島
と
い
っ
た
領
域
外
と
を
目
的
地
と
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
第
二
回
ま
で
の
日
本
一
周

船
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
内
地
」
と
「
外
地
」
の
目
的
地
が
複
数
組
み
合
わ
さ
れ
て
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
第
三
回
の
周
旅
船
で
は
周
旅
の

空
間
が
縮
小
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
一
九
二
九
年
に
は
じ
ま
っ
た
日
本
一
周
船
は
三
年
目
に
し
て
縮
小
し
、
翌
一
九
三
二
年
に
は

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
内
地
」
と
「
外
地
」
を
め
ぐ
る
海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム

一
四



表 3 第 3回目の日支周遊船（1931年）旅程表
→：船舶での移動（亜米利加丸） ＝：陸上の移動（鉄道・自動車）

午後 2時神戸港を出航

（終日航海）
台北：台湾神社、北投温泉
総督府、博物館、植物園、商品陳列
館、市場、龍山寺ほか
台南：開山神社、台南神社、孔子廟、
関帝廟ほか
高雄：壽山館、西子湾港間、旗後半島
（終日航海）
香港：市街、競馬場、香港大学、郊外
ドライブほか
10、11日の両日は団員を 2班にわけ
て香港と広東を交互に見学

（終日航海）
（終日航海）
新公園、市街、静安寺、外人墓地、徐
家ほか
蘇州：虎邱、寒山寺、北寺の塔
杭州：三潭印月、浄茲寺、岳王廟、枚
鶴亭、孤山公園
鶏鳴寺、明故宮、明孝陵、中山先生陵
墓、莫愁湖、清涼山
（終日航海）
（終日航海）
屠獣場、海水浴場、会娃岬砲台、忠魂
碑、青島神社ほか
（終日航海）

リーフレット「第三回日支周遊船」（大阪商船、ジャパン・ツーリスト・ビュ
ーロー、1931年）より作成。

神戸→
→門司→
→ → →
→基隆＝台北

台北

台北→台南＝高雄→

→ → →

→香港＝広東

香港→
→ → →
→ → →

→上海

上海＝蘇州＝上海

上海＝杭州＝

＝南京→

→ → →
→ → →

→青島→

→ → →
→門司→
→神戸

8月 3日
8月 4日
8月 5日
8月 6日

8月 7日

8月 8日

8月 9日
8月 10日

8月 11日

8月 12日
8月 13日
8月 14日

8月 15日

8月 16日

8月 17日

8月 18日

8月 19日
8月 20日

8月 21日

8月 22日
8月 23日
8月 24日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22
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お

わ

り

に

以
上
の
よ
う
に
、
大
阪
商
船
と
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
主
催
し
た
周
遊
船
は
、
一
九
二
九
年
八
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
第
一
回
目
の
日
本
一
周
船
が
実
施
さ
れ
、
翌
一
九
三
〇
年
に
第
二
回
目
の
日
本
一
周
船
、
そ
し
て
一
九
三
一
年
に
は
そ
の
周
遊
範
囲

と
期
間
を
お
よ
そ
半
分
と
し
た
日
支
周
遊
船
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
お
わ
り
に
か
え
て
、
同
時
代
に
お
け
る
船
舶
を
用
い
た
周
遊
旅
行
全

般
に
つ
い
て
付
記
し
て
お
き
た
い
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
た
三
回
の
周
遊
旅
行
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
船
舶
を
用
い
た
海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
日

本
に
お
け
る
二
大
船
舶
会
社
で
あ
る
大
阪
商
船
と
日
本
郵
船
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
に
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
の
船
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
拡
大
す
る
。
数
日
間
で
瀬
戸
内
海
の
島
々
や
寄
港
地
を
め
ぐ
る
遊
覧
か
ら
、
一
〇
〇
日
間
あ
ま
り
で
世
界
を
一
周
す
る
遊
覧
ま
で
、
多

く
の
団
体
旅
行
を
企
画
し
実
施
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
は
、
本
稿
の
事
例
と
同
様
に
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
も
介
在
し
て
い
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
日
本
一
周
船
と
日
支
周
遊
船
は
、
そ
う
し
た
同
時
代
の
海
上
周
遊
旅
行
の
一
例
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
周
遊
旅
行
の
紀
行
文
を
さ
ら
に
分
析
す
る
こ
と
、
同
時
代
の
海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
見
取
図
を
描
く
こ
と
、
そ

し
て
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
近
代
日
本
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
に
ほ
か
な
ら
な

い
。注

（
１
）
大
阪
商
船
の
定
期
航
路
網
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
荒
山
正
彦
（
二
〇
〇
七
）
大
阪
商
船
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
│
二
つ
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
空
間
と
い
う
視
点
か
ら
│
、
人
文
論
究
五
七
ー
三
、
一
〜
二
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
２
）
荒
山
正
彦
（
一
九
九
九
）
戦
前
期
に
お
け
る
朝
鮮
・
満
洲
へ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
│
植
民
地
視
察
の
記
録
『
鮮
満
の
旅
』
か
ら
│
、
関
西
学
院

史
学
二
六
、
一
〜
二
二
頁
、
荒
山
正
彦
（
二
〇
〇
一
）
戦
跡
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
あ
い
だ
に
│「
旅
順
」
観
光
を
め
ぐ
っ
て
│
、
人
文
論
究

五
〇
ー
四
、
一
〜
一
六
頁
ほ
か
。

（
３
）
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
主
た
る
業
務
と
し
て
創
設
さ
れ

た
。
戦
前
期
に
は
東
亜
旅
行
社
、
東
亜
交
通
公
社
、
そ
し
て
戦
後
に
は
日
本
交
通
公
社
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ど
と
社
名
を
変
更
し
現
在
に
至
る
。

（
４
）
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
誌
で
あ
り
、
雑
誌
『
海
』
は
大
阪
商
船
の
機
関
誌
で
あ
る
。

（
５
）
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
一
〇
九
号
、
一
九
二
九
年
。
本
稿
の
引
用
で
は
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。
以
下
で
の
引
用
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

（
６
）
日
本
経
営
史
研
究
所
編
（
一
九
八
五
）『
創
業
百
年
史
資
料
』
大
阪
商
船
三
井
船
舶
株
式
会
社
、
三
〇
〇
頁
に
よ
る
。

（
７
）
前
掲
（
６
）。

（
８
）
『
海
』
二
〇
号
、
一
九
三
〇
年
。

（
９
）
日
本
交
通
公
社
史
編
纂
室
編
（
一
九
八
二
）『
日
本
交
通
公
社
七
十
年
史
』
日
本
交
通
公
社
、
九
九
三
＋
二
〇
〇
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
年
表
」
に
は
、「
昭
和
４
・
９
・
３
大
連
支
部
主
催
、
ア
メ
リ
カ
丸
で
第
１
回
日
本
一
周
視
察
団
出
発
（
１２
・
８
帰
着
）」
と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
日
程
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
こ
で
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
大
連
支
部
が
主
催
し
た
と
明
記
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
今
後
確
認
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
１０
）
こ
う
し
た
点
は
と
り
わ
け
修
学
旅
行
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
上
原
義
正
（
二
〇
〇
三
）
修
学
旅
行
を
通
じ
て
の
人
材
育
成

│
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
お
け
る
長
崎
県
立
対
馬
中
学
校
の
韓
国
・
朝
鮮
へ
の
修
学
旅
行
の
研
究
│
、
日
本
特
別
活
動
学
会
紀
要
十

一
、
三
五
〜
四
六
頁
、
宋
安
寧
（
二
〇
〇
五
）
広
島
高
等
師
範
学
校
に
お
け
る
満
韓
修
学
旅
行
、
研
究
論
叢
（
神
戸
大
学
）
一
二
、
五
九

〜
七
八
頁
、
長
志
珠
絵
（
二
〇
〇
七
）「
満
洲
」
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
学
校
・
帝
国
空
間
・
戦
場
│
女
子
高
等
師
範
学
校
の
「
大
陸
旅
行
」
記
録

を
中
心
に
│
、
駒
込
武
・
橋
本
伸
也
編
著
『
叢
書
比
較
教
育
社
会
史

帝
国
と
学
校
』
昭
和
堂
、
三
三
七
〜
三
七
七
頁
ほ
か
。

（
１１
）
一
等
（
全
行
六
八
〇
円
、
南
行
四
五
〇
円
、
北
行
三
五
〇
円
）、
二
等
（
同
四
六
〇
〜
五
三
〇
円
、
同
二
八
〇
〜
三
五
〇
円
、
同
二
四
〇
〜

二
八
〇
円
）、
三
等
（
同
一
九
〇
〜
二
八
〇
円
、
同
一
三
〇
〜
一
八
〇
円
、
同
一
〇
〇
〜
一
五
〇
円
）。
ま
た
募
集
人
員
は
一
等
三
〇
名
、

二
等
五
八
名
、
三
等
三
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。『
海
』
二
三
号
（
一
九
三
〇
年
）
に
よ
る
。
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